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学位論文要旨
本研究は,北米圏を中心に世界でもっとも頻繁に使用されている人格目録であるＭＭＰI(Minnesota
MultiphasicPersonalitylnventory)の日本語版，ＭＭＰI新日本版(ＭＭＰI新日本版研究会,1993）
を臨床事例に適用し，その解釈仮説の妥当性を実証的に検討したものである。
本研究は大きく３部に分かれている。第１部は，第１章および第２章の二つの章で構成されている。
第１章では，ＭＭＰＩという心理検査の性質の概略を説明している。ここでは，ＭＭＰIの開発の経
緯，および心理測定論的な特徴を簡単に説明し，わが国ではこの検査の使用頻度や研究量が北米圏と
比較すると極端に少ない事実を示した。
第２章では,1993年に公刊されたＭＭＰI新日本版の開発の経緯と現在の研究状況を述べた。ＭＭＰＩ
新日本版が，心理測定論上，原版と等価である証拠を提出している研究をレビューし，ＭＭＰIの解釈
仮説の妥当性を新日本版を用いて検討する必要性を強調している。
第２部は,臨床事例への適用に関する五つの章から構成されており,本研究の中核をなす部分である.
第３章では，ＭＭＰIを用いた臨床査定の手続を手短に説明し，ＭＭＰI新日本版を臨床家が自信を
もって臨床場面で使用するためには，臨床事例を用いた解釈仮説の妥当性の検討が不可欠であること
を述べた。その後，続く章で行なわれる事例研究の手続きを示した。
第４章，第５章，および第６章は，それぞれ，身体化障害，全般性不安障害，および対人緊張の臨
床事例にＭＭＰI新日本版を適用した結果を示したものである。これらの章では,各事例の心理治療の
経過を詳細に報告し,各臨床事例から得られた情報を基に，ＭＭＰIプロフィールのコードタイプに対
応するＭａｒｋｓａｎｄＳｅｅｍａｎ（1963）の解釈仮説の適否判定を行なった。また，各事例について，複数
のＭＭＰIプロフィールの変化と各クライエントの状態像の変化との対応関係に注目した。
第７章では，これらの事例研究の諸結果をまとめ，考察を加えた。
事例研究で明らかになった事実は,新日本版を適用したわが国の臨床事例に北米圏で開発されたＭＭＰＩ
の解釈仮説が十分該当することである。また，ＭＭＰIのプロフィールの変化を検討した結果，各臨床
事例の症状が軽減すれば,その変化に対応して臨床尺度の値はＴ得点70未満の正常範囲に下降するこ
とが明らかになった｡さらに,症状が軽減すれば尺度値が下降するという大きな変化だけでなく，ＭＭＰＩ
プロフィールの変化は，各事例の固定記述的（idiosyncratic）な状態像の変化を敏感に反映すること
９
が明らかになった。
続いて，ＭＭＰI新日本版を臨床事例に適用する意味を大きく四つに分けて考察した。
第１点は，個々の事例研究の結果に示されたように，北米圏で開発された解釈仮説がわが国の被検
者にも該当する可能性が高いので,臨床場面でＭＭＰIを使用することにより，わが国の臨床心理査定
の質を向上させることである。
第２点は，ＭＭＰIには検査結果のフィードバックの方法を具体的に記載した文献が存在するので，
被検者への検査結果のフィードバックが他の検査に比べて容易であることである。適切な方法による
検査結果のフィードバックは，被検者の「知る権利」に応えることであり，同時に，建設的なクライ
エントーセラピスト関係を形成し，心理治療を促進される働きを持つものである。
第３点は，同様のプロフィールを示すクライエントは，同様の認知。行動特徴を有していると仮定
できるので,ＭＭＰIプロフィールを介して臨床家同士でクライエントに関する相互理解が促進される
ことである。このことは，治療技法の選択や導入のタイミング等，心理治療に関する知識を多くの臨
床家が共有する可能性を高め，結果的に，クライエントの利益を増大させることになる。
第４点は，ＭＭＰIプロフィールは，クライエントの状態像の変化を敏感に反映するので，信頼でき
る治療指標として用いることができることである。さらに，検査結果の適切なフィードバックを併用
することにより，クライエントと治療について建設的に話し合うことができるのである。
第３部は，第８章，第９章，および第１0章の三つの章から構成されており，どちらかというと資料
集といった性質を備えている。
第８章は，ＭＭＰI新日本版の標準化集団のデータを年齢要因という観点から分析したものである。
いくつかの特徴が明らかになったが，中でも，第６尺度の値が加齢に伴い単調に減少していくという
発見は特に重要なものである。従来，第６尺度は年齢とは無関係な尺度であると言われてきたからで
ある。また，他の年齢群と比較すると，若年者群と高齢者群において，多くの尺度値で統計的に有意
な差を生ずることが明らかになった。若年者層については成人とは別に新たな基準を設けるべきであ
るという提言を行なった。また，高齢者層については，従来の研究対象の年齢よりもさらに高齢の被
検者を含めた研究を行なうべきであるという示唆を行なった。
第９章は,大学生,看護学生,および慢性分裂病患者にＭＭＰIを実施した結果を示したものである。
大学生群，および看護学生群の基礎尺度の平均値はＴ得点50周辺に集まっているが，病理集団である
慢性分裂病患者群の平均Ｔ得点は，多くの尺度で高得点を示していた。性別と年齢をマッチングさせ
た基準集団の50代の男性のデータを対照群として，分裂病群と比較したところ，多くの尺度で統計的
有意差が得られ，中でも分裂病尺度である第８尺度の差異が一番大きかった。現在のところ，ＭＭＰＩ
新日本版の病理集団についてのデータは乏しいので，今後，病理集団を対照とした研究が進められる
べきであると示唆した。
最後の第10章は，ＣISS(CopingInventoryforStressfulSituations；EndlerandParker,1990）
といった,ストレス事態における対処様式の測度と，ＭＭＰI新日本版の基礎尺度との関係を大学生を
被検者として検討したものである。ＣISSの課題優先対処,情動優先対処,および回避優先対処という
三つの対処様式のうち，情動優先対処とＭＭＰIの基礎尺度との間に有為な相関が圧倒的に多かった。
このことから情動優先対処と心理的不適応との間に関係があるという従来の見解が支持された。
次に,情動優先対処の尺度で高得点を取る群と低得点を取る群について，ＭＭＰIの基礎尺度につい
て比較したところ，高得点群のＭＭＰIの平均プロフィールは第７，第０，および第２尺度でピークを
示す特徴的なプロフィールを示した。
構成概念の明確であるさまざまな心理学的測度とＭＭＰＩとの関係を検討することにより，ＭＭＰIの
尺度の意味がより明確になる可能'性を考察した。
本研究で行なったＭＭＰI新日本版の諸変数の実証的な検討･の諸結果は,今後のわが国におけるＭＭＰＩ
研究に大きな貢献をなすものである。
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TheＮｅｗJapaneseVersionoftheMinnesotaMultiphasicPersonalitylnventory（ＮＪＶ－
ＭＭＰＩ)wasdevelopedinl993・Variousstudieshaveshownthatindividualpsychometric
properties(e・gitemendorsementandsocialdesirability,ａｍｏｎｇothers)forboththeoriginal
versionoftheMMPIandtheNJV-MMPIareequivalent・However,theinterpretivecorrelates
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ThispresentstudyexaminesNJVinterpretivecorrelatesforthreeJapaneseclientssuffering
fromthefollowingrespectiveconditions：１）code-typel3，somatization;２）code-type278，
anxietydisorder;ａｎｄ３)code-type278,socialdistressTheirtreatmentcoursesarereported
indetailandthefitnessofthecode-typedescriptors(MarksandSeeman,1963)arejudged
foreachcase・
ResultsoftheaboveexaminationsuggestthattheMMPIinterpretiveco丘elatesinNorth
AmericaholdtheirvalidityonJapaneseclientsassesseｄｗｉｔｈｔheNewJapaneseVersion・
Inaddition,thechangesofprofilesacrosstreatmentsessionsseemtocorrespondwiththeir
idiosyncraticsymptomatology、Theseresultsencouragesfuturevaliditystudiesinthis
country・
Finally,clmicalimplicationsoftheNewJapaneseVersionofMMPIarediscussed,including
improvementofpsychologicalassessment，infomed-sharingoftest-resultwithclient，and
selectionofanappropriatemethodofpsychologicalintervention・
ＭＭＰI新日本版は1993年に公刊された。以来，さまざまな研究がこの心理学的測度の心理測定論的
性質（e9.項目の是認率，項目の社会的望ましさ等）が原版と等価であることを示してきている。しか
し，ＭＭＰIの解釈仮説が新日本版を適用したわが国の事例に該当するかどうか検討した研究はない。
本研究は，新日本版を実施したわが国の臨床事例に対して，北米圏で開発されたコードタイプの解
釈仮説の適用可能性を検討したものである。
身体化障害，全般性不安障害，および対人緊張の臨床事例の治療経過が詳細に述べられ，各事例に
対応するコードタイプの記述子（MarksandSeeman,1963）の適否判定が行なわれた。
結果は，北米圏の解釈仮説がわが国の臨床事例に適用可能であることを示している。同時に，心理
学的な介入に伴うＭＭＰIプロフィールの変化は,各事例の個性記述的(idiosyncratic)な変化ともう
まく対応していることが示された。
これらの結果は，ＭＭＰI新日本版を用いた臨床解釈の際，北米圏で開発された解釈仮説が十分利用
できる可能性が高いことを示している。
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Abstract
TheNewJapaneseVersionoftheMinnesotaMultiphasicPersonalitylnventory（ＮＪＶ－
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fromthefollowingrespectiveconditions：１)code-typel3,somatization；２)code-type278，
anxietydisorder；ａｎｄ３)code-type278,socialdistressTheirtreatmentcoursesarereported
indetailandthefitnessofthecode-typedescriptors(MarksandSeeman,1963)arejudged
foreachcase
ResultsoftheaboveexaminationsuggestthattheMMPIinterpretivecorrelatesinNorth
AmericaholdtheirvalidityonJapaneseclientsassessedwiththeNewJapaneseVersion、
Inaddition,thechangesofprofilesacrosstreatmentsessionsseemtocorrespondwiththeir
idiosyncraticsymptomatology･Theseresultsencouragesfuturevaliditystudiesinthis
country・
Finally,climcalimplicationsoftheNewJapaneseVersionofMMPIarediscussed,including
improvementofpsychologicalassessment,informed-sharingoftest-resultwithclient，ａｎｄ
selectionofanappropriatemethodofpsychologicalintervention．
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学位論文の審査結果の要旨
当論文はＭＭＰI(MinnesotaMultiphasicPersonaltyInventory)新日本版の妥当性研究に係わっ
て塩谷が行ってきた一連の研究の報告である。塩谷はこの改訂版テストの作成に当初から加わってお
り，新日本版について基礎研究を推進するべき立場にある。そこで，塩谷は，その心理臨床家として
の立場を生かし，このテストの主に臨床心理学的な側面について独自に二つのタイプの研究を進めて
きた。
第一は臨床事例にもとづいた妥当性の検討である｡塩谷は自らが治療を担当した事例について,コー
ドタイプに基づく解釈仮説の妥当性を検討するかたわら，状態像の変化をこのテストのプロフィール
の変化として検出できるかどうかを確かめる研究を進めてきた。三つの代表的なケースが報告されて
いるが，症状の改善とプロフィールの変化との間に確かな対罎応関係が見られている。治療の進捗に対
応させてテスト尺度値の変化を追跡するというこの試みの成功は，心理テストの臨床的妥当性を検討
するストラテジーの可能性を証明しているだけでなく，このテストを臨床査定の向上，臨床家の共通
理解の促進などのために活用する道を開いたﾕﾆｰｸな試みとして，評価できる。
第二は集団的データにもとづいた研究である。分裂病集団と健常者集団とでテストプロフィールを
比較した研究では,多くの尺度値,特に分裂病尺度について有意な差を見出している｡また,ＣISS(Coping
lnventryforStressfulSituations）とのテスト妥当性を検討した研究では,Ｅ尺度とＭＭＰIの多く
の基礎尺度値との間に有意な相関値を得ている。いずれもＭＭＰIの妥当性研究として評価できる。ま
た，尺度値と年齢との対応を検討した研究では，例えば，第６尺度値と年齢との間に関連があること
が見出されている。標準化に際し年齢要因の配慮が必要であることを明らかにした発見であり，注目
される。
これまでの臨床心理学的研究は，心理テストに代表される査定研究と心理治療。カウンセリングに
代表される介入研究に大きく二分され，そのいずれかに属するものが大多数を占めている。査定も介
入もそれぞれの理論と技法の修得に多くの時間と労力を要するため，このような状況にはやむを得な
い面があるが，斯学の発展にとっては不幸なことである。塩谷の論文はこのような閉塞状況を打ち破
り，両者を結合させている点に大きな特色があり高く評価できる。また，論文の中核をなしている事
例にもとづく研究は，心理治療の事例研究としても，また，心理テストの事例研究としても，理論的
判断や技法適用の適切’性において抜群の臨床研究であると評価することができる。博士論文として充
分合格の水準にあると判定する。
なお,塩谷のこれらの諸研究の一部は既に２編の研究論文と６件の学会発表として公表されている。
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